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農
研
機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
生
産
者
、
行
政
、
消
費
者
、
企
業
な

ど
国
民
の
皆
さ
ん
（
ユ
ー
ザ
ー
）
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
、
す
な
わ
ち
、
農
畜
産
業
に
関
す

る
技
術
の
開
発
・
提
供
を
通
し
て
社
会
貢
献

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る

社
会
貢
献
を
、
限
ら
れ
た
研
究
勢
力
、
施
設
、

予
算
、
期
間
の
な
か
で
着
実
に
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
以
下
の
四
点
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
生
産
現
場
・
行
政
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
成
果
を
受
け
渡
す
現
場
を
想
定

し
、
か
つ
目
標
と
達
成
時
期
を
明
確
に
し
た

課
題
の
設
定
、
大
学
、
公
設
試
、
民
間
な
ど

外
部
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
研
究

の
実
施
、
現
場
の
産
業
構
造
や
業
態
の
変
化

に
応
じ
た
柔
軟
な
軌
道
修
正
、
そ
し
て
、
得

ら
れ
た
成
果
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
速
や
か
な
提

供
（
広
報
と
普
及
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
と
く
に
広
報
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
重
要
性
が
充
分
に
理

解
さ
れ
ず
、
組
織
的
に
十
分
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
せ
っ
か
く
の
成
果
が
、

活
用
さ
れ
ず
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。広

報
活
動
は
、
算
出
し
た
成
果
を
よ
り
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
速
や
か
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
必
要
な
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を

通
し
て
ユ
ー
ザ
ー
と
研
究
者
と
の
双
方
向
の

情
報
交
換
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
成

果
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
（
声
）
を
研

究
者
が
実
感
す
る
こ
と
で
新
た
な
ニ
ー
ズ
の

把
握
が
で
き
、
成
果
の
実
用
化
や
改
良
、
そ

し
て
新
た
な
展
開
に
向
け
て
の
共
同
研
究
や

外
部
資
金
獲
得
の
契
機
と
も
な
る
。
研
究
所

の
存
在
や
果
た
し
て
い
る
役
割
を
広
く
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
も
の
で

あ
る
。
そ
の
方
法
も
、
単
に
情
報
を
流
せ
ば

よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
誰
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

す
る
か
、
す
な
わ
ち
「
戦
略
」
が
不
可
欠
で

あ
る
。　

広
報
活
動
は
、
機
関
が
組
織
的
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。畜
産
草
地
研
究
所
と
し
て
、

広
報
担
当
の
研
究
管
理
監
を
中
心
に
体
制
を

整
え
、
素
材
の
掘
り
起
こ
し
を
含
め
、
広
報

活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

理
事
・
所
長　

武
政
正
明
）

Topics

広
報
の
役
割
と
重
要
性

武　政　正　明

2

National Institute of Livestock and Grassland Science

畜産草地研究所ニュース No.26



係
者
と
の
連
携
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

㈱
ア
グ
リ
ガ
イ
ア
シ
ス
テ
ム
、
㈲
え
こ

ふ
ぁ
ー
む
、
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
、
鹿
児
島
県
畜
産
試
験
場
、
神
奈
川
県

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
京
都
大
学
、
ノ
ー
ス
・

ベ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
㈲
、
宮
崎
大
学
、
雪
印

種
苗
㈱

産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
と
は
、
大
学
、

公
的
研
究
機
関
、
企
業
等
の
連
携
活
動
に
お

い
て
、
大
き
な
成
果
を
収
め
、
ま
た
、
先
導

的
な
取
組
を
行
う
等
、
優
れ
た
成
功
事
例
に

関
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
こ
と
に
よ
り
、

我
が
国
の
産
学
官
連
携
の
更
な
る
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
十
五
年
度

よ
り
毎
年
一
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
が
六
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
か
ら
農
林

水
産
大
臣
賞
が
新
設
さ
れ
、
平
成
二
十
年
六

月
十
四
〜
十
五
日
に
国
立
京
都
国
際
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
七
回
産
学
官
連
携
推
進
会
議

の
場
で
本
課
題
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

本
賞
は
「
発
酵
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン

グ
」
に
関
す
る
実
用
レ
ベ
ル
の
技
術
確
立
に

よ
り
、
食
品
残
さ
の
発
生
〜
飼
料
化
〜
家
畜

生
産
に
至
る
一
連
の
再
生
利
用
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
本
技
術
の
核
心
は
、
多
様
な
食
品
残
さ

の
分
別
と
混
合
の
後
、
選
抜
し
た
特
定
の
乳

酸
菌
を
用
い
て
発
酵
調
製
を
行
い
、
飼
料
成

分
の
安
定
化
及
び
保
存
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
に
あ
り
、
す
で
に
養
豚
現
場
で
利
用
さ
れ

て
、
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
の
生
産
・
販
売
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰

が
畜
産
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
中
で
、
本
技

術
は
極
め
て
低
い
我
が
国
の
飼
料
自
給
率
の

向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
飼
料
コ
ス
ト
の

削
減
、
飼
料
生
産
現
場
で
の
化
石
燃
料
使
用

量
の
低
減
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
抗
菌
性
飼
料

添
加
物
の
使
用
の
低
減
と
肉
質
の
改
善
に
よ

り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
賞
の
受
賞
者
は
、筆
者
、佐
伯
真
魚
（
日

本
大
学
専
任
講
師
）、
高
橋
巧
一
（
株
式
会

社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
小
田
急
フ
ー
ド
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
の
三
名
で
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
課
題
は
、
こ
の
三
名
が

所
属
す
る
三
機
関
の
み
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
次
に
掲
げ
る
多
く
の
関

Topics

産学官連携功労者表彰農林水産大臣賞受賞の３名

食
品
残
さ
を
活
用
し
た

発
酵
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
開
発

│ 

産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞 

│

（
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム
長　

川
島
知
之
）
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待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の
乳
酸
菌

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
用
い
て
、
大
学
や
企
業
と

協
定
研
究
、
共
同
研
究
が
進
行
中
で
す
。
す

で
に
特
許
出
願
し
た
菌
株
も
あ
り
、
実
用
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
方
法
に
よ
っ
て
は

さ
ら
に
面
白
い
菌
株
が
得
ら

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
魅
力
あ
る
菌
株
を

増
や
す
べ
く
乳
酸
菌
の
分
離
、

収
集
を
続
け
る
と
共
に
、
重
要

な
菌
株
に
つ
い
て
は
菌
株
特

異
的
マ
ー
カ
ー
を
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

畜
産
草
地
研
究
所
の
乳
酸
菌
研
究
は
前
身

で
あ
る
畜
産
試
験
場
発
足
（
大
正
五
年
）
と

同
時
に
始
ま
っ
て
お
り
、
本
邦
に
お
け
る
乳

酸
菌
の
分
布
調
査
や
培
養
法
、
ス
タ
ー
タ
ー

調
製
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業

分
野
に
関
わ
る
植
物
、
動
物
、
微
生
物
の
遺

伝
資
源
は
農
業
生
物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
に

収
集
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
研
究
所

は
そ
の
サ
ブ
バ
ン
ク
と
し
て
乳
酸
菌
株
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約
二
十
株
は
戦

後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
代
に
乳
加
工
用
優

良
菌
株
の
検
索
を
目
的
と
し
て
牛
乳
、
乳
製

品
、
各
種
ス
タ
ー
タ
ー
か
ら
分
離
・
同
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
菌
株
を
半
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
保
存
し
続
け
て
き
た
先
人

の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
バ
ン
ク
株

と
は
別
に
研
究
所
に
は
主
に
一
九
九
九
年

か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
収
集
し
た
約

二
四
〇
〇
株
の
乳
酸
菌
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ

り
ま
す
。
分
離
源
は
日
本
全
国
か
ら
収
集
し

た
乳
製
品
、
漬
け
物
、
サ
イ
レ
ー
ジ
等
約

二
〇
〇
サ
ン
プ
ル
で
す
。
細
菌
に
お
い
て
は

種
間
に
よ
る
サ
イ
ズ
の
差
異
が
少
な
い
16
Ｓ

畜
産
草
地
研
究
所
の
乳
酸
菌
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

リ
ボ
ソ
ー
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
以
下16SrD

N
A

）

配
列
を
指
標
と
す
る
分
類
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
分
離
菌
株
の16SrD

N
A

の
配
列
を

決
定
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
用
す
れ
ば
あ
る
程
度
の

菌
種
の
同
定
が
可
能
で
す
。
約

二
四
〇
〇
株
の
う
ち
約
三
〇
〇

株
の16SrD

N
A

の
塩
基
配
列

分
析
の
結
果
、
保
存
乳
酸
菌
株

は
約
四
十
菌
種
に
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。16SrD

N
A

配
列

の
差
異
の
少
な
い
近
縁
種
に
つ

い
て
は
種
特
異
的
な
配
列
を
利

用
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
用
い
て
い
ま

す
。
例
え
ばLactobacillus 

curvatus

とLactobacillus 
sake

に
つ
い
て
は
図
１
に
示

す
よ
う
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
バ
ン
ド
の

有
無
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

近
年
健
康
志
向
の
高
ま
り
の
な

か
で
、
乳
酸
菌
が
も
つ
菌
株
特

異
的
な
整
腸
効
果
や
感
染
防

御
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
効
果
に
期

図１　種特異的PCRによる Lactobacillus curvatus と Lactobacillus sake の
同定。

4

National Institute of Livestock and Grassland Science

研究者
訪　問

畜産物機能研究チーム

鈴　木　チ　セ

研究者
訪　問

畜産草地研究所ニュース No.26



ア
ポ
ミ
ク
シ
ス
と
は
、
単
為
発
生
に
よ
り

ク
ロ
ー
ン
種
子
が
で
き
る
生
殖
様
式
で
す
。

人
間
の
食
用
と
な
る
栽
培
作
物
に
は
皆
無
で

す
が
、
イ
ネ
科
牧
草
を
は
じ
め
植
物
界
に
は

広
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、

家
畜
の
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
よ
う
に
、
優
良
な

１
個
体
の
ク
ロ
ー
ン
を
種
子
の
形
で
大
量
増

殖
す
る
技
術
を
開
発
で
き
ま
す
。
特
に
ヘ
テ

ロ
シ
ス
（
雑
種
強
勢
）
を
利
用
す
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
育
種
や
種
子
生
産
に
は
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
と
注
目
さ
れ
、
世
界
中
で
研

究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
な
か

な
か
進
捗
せ
ず
遺
伝
子
単
離
に
成
功
し
た
例

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
こ
れ
ま
で
、
暖
地
型
牧
草
ギ
ニ
ア

グ
ラ
ス
の
ア
ポ
ミ
ク
シ
ス
品
種
と
有
性
生
殖

系
統
を
交
配
し
た
集
団
を
対
象
と
し
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
連
鎖
解
析
で
、
ア
ポ
ミ

ク
シ
ス
遺
伝
子
を
世
界
で
初
め
て
単
離
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で

の
研
究
か
ら
、
こ
の
遺
伝
子
は
ゲ
ノ
ム
上
の

組
換
え
を
起
こ
さ
な
い
広
い
領
域
（
現
在
の

推
定
で
は
約12M

bp

以
上
）
に
あ
り
、
従

来
の
や
り
方
で
は
遺
伝
子
の
位
置
を
厳
密
に

決
め
て
単
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
ポ
ミ
ク
シ

ス
遺
伝
子
領
域
の
全
塩
基
配
列
を
決
定
し
て

そ
の
中
の
遺
伝
子
を
網
羅
的
に
調
べ
る
、
い

わ
ば
小
型
の
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
方

針
を
転
換
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
生
研
セ
ン

タ
ー
基
礎
研
究
推
進
事
業
（
若
手
研
究
者
支

ア
ポ
ミ
ク
シ
ス
の
遺
伝
子
単
離
と

応
用
へ
向
け
て

図１　アポミクシスの育種への応用イメージ

図２　新たに開発したアポミクシス連鎖STS
マーカーによるPCRの例

アポミクシスのもの（赤字）だけがこれらのマーカ
ーを持つことがわかる。同様のパターンを示すマー
カーが他にも多数得られている。

援
型
）
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
こ
の
領
域
に

百
以
上
の
Ｓ
Ｔ
Ｓ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
、
こ

れ
を
用
い
て
ア
ポ
ミ
ク
シ
ス
領
域
の
ゲ
ノ
ム

断
片
が
組
み
込
ま
れ
た
Ｂ
Ａ
Ｃ
ク
ロ
ー
ン
の

収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
次
世
代

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ら
の
配

列
を
迅
速
に
解
読
す
る
予
定
で
す
。

ま
だ
今
後
も
険
し
い
道
の
り
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
ア
ポ
ミ
ク
シ
ス
遺
伝
子
の
単
離
と

畜
草
研
発
の
新
し
い
育
種
技
術
の
開
発
を
目

指
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

National Institute of Livestock and Grassland Science
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浄
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム
が
中

核
と
な
り
、
佐
賀
、
神
奈
川
、
沖
縄

の
六
公
立
研
究
機
関
と
共
同
で
開
発

研
究
を
進
め
て
い
る
豚
舎
汚
水
中
リ

ン
の
除
去
回
収
お
よ
び
再
利
用
技
術

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
技
術
は
リ
ン
を
結
晶
化
す
る
Ｍ

Ａ
Ｐ
（
リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
）
反
応
を
利
用
し
た
も
の

で
、通
気
に
よ
り
汚
水
の
pH
を
上
昇
さ
せ
て
Ｍ
Ａ
Ｐ
反
応
を
誘
導
し
、

そ
の
通
気
部
に
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
付
着
す
る
金
網
な
ど
を
浸
漬
す
る
こ
と
に

よ
り
、
リ
ン
を
除
去
回
収
で
き
ま
す
。
現
在
国
内
の
三
軒
の
養
豚
農

家
に
お
い
て
実
証
試
験
を
実
施
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
回
収
し
た
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
肥
料
や
陶
磁
器

原
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
は
必
要
と
す
る
リ
ン
を
全
て

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
近

年
の
穀
物
増
産
等
に
連
動
し
て
リ
ン
価

格
が
急
騰
し
て
い
る
た
め
、
廃
棄
物
や

汚
水
な
ど
か
ら
の
リ
ン
の
回
収
お
よ
び

再
利
用
の
動
き
は
今
後
ま
す
ま
す
強
く

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
情
勢
の
中
、
本
技
術
は
養
豚
農
家
に

お
い
て
、
汚
水
中
の
水
質
汚
濁
物
質
の

濃
度
低
減
と
資
源
回
収
が
同
時
に
実
施

可
能
な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
用

化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
浄
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム　

上
席
研
究
員　

鈴
木
一
好
）

豚舎汚水中リンの除去回収および再利用技術

　

平
成
二
十
年
七
月
十
四
日
、
農
業
専
門
紙
の
技
術
担
当
の
記
者
ク

ラ
ブ
で
あ
る
「
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
」
の
共
同
取
材
が
栃
木
県
下
で
行

わ
れ
、
五
社
七
名
の
記
者
が
当
研
究
所
那
須
研
究
拠
点
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

拠
点
内
で
は
、
消
化
試
験
施
設
で
稲
発
酵
粗
飼
料
を
用
い
た
発
酵

Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
乳
牛
へ
の
給
与
試
験
の
現
場
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
内
の
現
地
実
証
先
と
し

て
、
畜
産
草
地
研
究
所
で
取
り

組
ん
で
い
る
搾
乳
牛
の
集
約
放

牧
を
実
際
に
導
入
し
て
い
る
自

由
学
園
農
場
、
水
田
を
耐
湿
性

一
年
草
の
組
み
合
わ
せ
利
用
に

よ
り
放
牧
草
地
化
し
繁
殖
牛
を

放
牧
し
て
い
る
高
梨
牧
場
の
二

カ
所
を
案
内
し
ま
し
た
。
後
半
は
天
候
も
回
復
し
、
高
梨
牧
場
で
は

牛
た
ち
も
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
吸
引
通
気
式
堆
肥
化
シ
ス
テ
ム
の
生
産
現
場
へ
の
初

導
入
、
耐
湿
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
育
種
素
材
の
作
出
、
稲
発
酵
粗
飼
料

給
与
に
よ
る
牛
肉
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
含
量
と
肉
色
保
持
効
果
な
ど
に
つ

い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

（
研
究
調
整
役
（
那
須
）
大
同
久
明
）

農業技術クラブが那須研究拠点で共同取材

豚舎汚水から回収されたMAP結晶

▼養豚農家における実証試験の様子２
結晶化装置に浸漬する付着回収用部材

▲養豚農家における実証試験の様子１
既設設備の改造により構築した結晶化装置
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平
成
二
十
年
七
月
二
十
四
日
、
那

須
研
究
拠
点
に
お
い
て
標
記
の
情
報

交
換
会
を
開
催
し
全
国
か
ら
五
十
六

名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

　

数
年
前
に
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
水

田
里
山
で
の
放
牧
が
今
で
は
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
放
牧
の
た
め

の
一
般
的
技
術
や
施
設
は
、
既
に
本

協
議
会
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
事

例
を
含
め
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
放
牧
で
永

続
利
用
す
る
に
は
、
個
々
の
土
地
条
件
に
応
じ
た
草
種
選
定
や
土
地
の

集
積
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
今
年
は
、
水
田
跡
の
湿
潤
地
で
放
牧
を

始
め
た
那
須
塩
原
市
の
高
梨
牧
場
で
、
耐
湿
性
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
と
栽
培
ヒ
エ
を
使
っ
た
放
牧
地
一・二
ha
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
拠
点
内
の
無
施
肥
管
理
の
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
放
牧
地
と
シ

バ
の
糞
上
移
植
法
の
現
地
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
中
央
農
業

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
千
田
雅
之
氏
に
よ
る
「
牧
草
と
飼
料
イ
ネ
を
組
み

合
わ
せ
た
周
年
屋
外
飼
養
技
術
」
と
題
し
た
講
演
で
、
茨
城
県
常
総
市

の
繁
殖
農
家
（
八
十
一
頭
飼
養
）
が
耕
種
農
家
三
戸
（
二
十
二・五
ha
）

と
契
約
し
、
夏
場
は
牧
草
地
化
し
た
水
田
に
、
晩
秋
は
立
毛
状
態
の
飼

料
イ
ネ
に
放
牧
し
、
冬
場
は
イ
ネ

Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
現
地
水
田
で
給
与
し
、

労
力
的
、
コ
ス
ト
的
に
有
利
と
す

る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
い

わ
ば
家
畜
の
飼
料
の
地
産
地
消
と

言
え
、
水
田
、
飼
料
イ
ネ
を
省
力

的
に
畜
産
利
用
す
る
新
た
な
経
営

方
式
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
研
究
管
理
監　

梨
木　

守
）

水田・里山放牧推進協議会　平成 20 年度第 1回情報交換会

澤農林水産大臣政務官来所

　

平
成
二
十
年
七
月
四
日
、

澤
雄
二
農
林
水
産
大
臣
政
務

官
に
ご
来
訪
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乳
酸
菌
で
食
品
残
さ
を

発
酵
さ
せ
て
豚
の
飼
料
と
す

る
技
術
の
開
発
な
ど
、
飼
料

自
給
率
向
上
に
つ
な
が
る
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
に
関
す
る
研
究

の
概
要
を
紹
介
し
、
体
細
胞

ク
ロ
ー
ン
関
連
の
実
験
の
様

子
と
ク
ロ
ー
ン
牛
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
研
究
所
の
研
究
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
、
飼
料
米
を
給
与

し
た
豚
の
ハ
ム
（
脂
肪
の
オ
レ
イ
ン
酸
の
割
合
が
高
く
、
リ
ノ
ー
ル

酸
の
割
合
が
低
い
）、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
で
飼
育
し
た
豚
の
ハ
ム
（
脂

肪
の
口
ど
け
が
よ
く
、
肉
が
や
わ

ら
か
い
）、
乾
燥
納
豆
を
給
与
し

た
鶏
の
卵
（
卵
黄
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
低
い
）、
山
羊
ギ
ャ

バ
チ
ー
ズ
（
一
〇
〇
ｇ
中
に
約

三
〇
〇
㎎
の
ギ
ャ
バ
を
含
む
）、

チ
ー
ズ
ホ
エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー

グ
ル
ト
（
原
料
に
チ
ー
ズ
製
造
時

の
副
産
物
の
ホ
エ
ー
を
使
用
）
な

ど
を
試
食
、
試
飲
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
開
発
食
品
も

普
及
に
努
め
る
よ
う
に
と
助
言
、

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
研
究
調
整
役　

佐
藤
義
和
）

高梨牧場の放牧風景

千田氏講演の様子

▼体細胞クローン技術（体細胞
注入操作）の視察

▲畜産草地研究所で誕生した
体細胞クローン牛の視察

畜産草地研究所のエコフィード研究の概要説明
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心に残るOpen Day

　

平
成
二
十
年
四
月
十
八
日
に
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
大
雨
、
強
風
と
恵
ま
れ
な
い
天
気
の
た
め
来
場
者

数
七
五
八
名
と
、
例
年
の
半
数
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
風
雨
に

負
け
な
い
企
画
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

玄
関
で
来
場
者
を
お
迎
え
し
た
の
は
、
め
ず
ら
し
い
ニ

ワ
ト
リ
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
卵
で
、
種
類
の
説
明
や
卵
の

大
き
さ
や
色
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卵

を
割
っ
て
飛
び
出
す
ヒ
ナ
の
ご
と
く
、
新
し
い
研
究
成
果

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
地
球
に
や
さ
し
い
畜
産
物
生
産

を
め
ざ
し
て
」
と
し
、
社
会
的
に
大
き
く
関
心
を
集
め
て

い
る
「
自
給
飼
料
」
や
「
地
球
温
暖
化
」
を
ポ
イ
ン
ト
に

や
さ
し
い
解
説
と
来
場
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
「
元
気
な
研
究
所
」
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

出
来
た
で
し
ょ
う
か
。
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
の
多
く
の
声
か
ら
、
私
た
ち
は
大
き
な
元
気
を
頂
い

た
と
思
い
ま
す
。

（
一
般
公
開
実
行
委
員
会
）

環境総合展 2008 への出展

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し
て
二
〇
〇
八
年
六

月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
札
幌
市
豊
平

区
の
札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
環
境
総
合
展2008

」

に
、
畜
産
草
地
研
究

所
か
ら
「
吸
引
通
気
式

堆
肥
化
シ
ス
テ
ム
と
発

酵
排
熱
の
施
設
園
芸
利

用
」（
資
源
化
シ
ス
テ

ム
研
究
チ
ー
ム
）、「
結

晶
化
法
に
よ
る
豚
舎
汚

水
か
ら
の
リ
ン
除
去
・

回
収
技
術
」「
温
室
効

果
ガ
ス
の
発
生
が
少
な

い
堆
肥
化
」（
浄
化
シ

ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム
）

の
実
用
化
技
術
を
出
展

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
な
盛
況

で
、
当
初
六
万
人
を
目

標
と
し
て
い
た
来
場
者

は
、
こ
れ
を
大
幅
に
上

回
る
約
八
万
四
千
人
と

な
り
、
畜
産
草
地
研
究

所
の
ブ
ー
ス
に
も
研
究

成
果
の
事
業
化
に
興
味

を
示
す
農
業
・
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
が
多
数
来
訪
し
、

開
発
し
た
研
究
者
と
の
間
で
熱
の
入
っ
た
や
り
取
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課　

小
野
寺
達
也
）
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